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Vorwort

　富山の人々は，長い間，富山湾の幸を糧とし，山々や木々の緑を心のよりどこ

ろとして生活し，その中で豊かな心がつちかわれ，郷土の文化を築いてきました。

しかし，ここ数年，社会経済の変化によって，この貴重な自然が損なわれる傾向

が全国的にみられるようになりました。

　本県では将来にわたって，優れた自然環境を保全し，より素晴らしい文化を創

造する潜在的な基礎を確保するために，昭和46年から県下全域にわたって植生，

鳥獣，昆虫，陸水生物の調査を行ってきました。

　このうち，植生調査については，横浜国立大学教授理学博士，宮脇　昭先生を

中心とする富山県植生調査研究会に委託して行いました。調査には宮脇先生をは

じめ県内外の多くの権威者が参加し，富山湾沿いの海岸から北アルプスの山々の

稜線や黒部峡谷の谷底にいたるまでくまなく踏査したその汗の結晶が他の調査報

告に先だってここに出版されることになりました。

　この調査に参加された諸先生方に厚く御礼を申し上げるとともに，今後，この

貴重な報告書を本県の自然環境の保護や住み良い県土づくりのために活用してい

ただければ幸いです。
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は　じ　め　に

　　Einleitung

　現代は不明と混乱の時代といえる。善意で行われたはずの経済の急速成長を前提とした国土開

発，地域開発，工業開発，新都市建設，観光開発などの戦後30年闘にわたって行われてきた産業

活動が，逆にかぎられたli§土の緑や自然環境の破壊，貧化をもたらしはじめている。とくに：莫大

な投資と新技術が集中的に投下された太平洋側ぞいの東京湾，大阪湾，伊勢湾，瀬戸内海沿岸沿

いなどでは深刻な，いわゆる公害問題を起し，生物椙の変化，環境の汚染・破壊が闘題になって

きている。

　1970年代になって，ようやく我が圏でも顕在化した自然保護・公害反対運動は，これら今まで

の人間中心の開発や経済成果至上主義の自然開発・都市づくり，産業立地づくりに対して，多彩

な生物社会，多様なシステムとしての生態系の中における人間の位置の：再確認と，虜然対決・征

服思想から，共存思想への意識の変革を強要している。

　我々が長い将来にむかって健全な精神活動も含めた持続的な生存環境の保証の枠内で，よりよ

い生活を営もうとすれば，ある程度の自然の利用，産業や都市の発展は今戸も考えなければなら

ない。しかし，今までのような時闘と空關の許容範囲を無視した，単一の屡的にしぼった，せつ

な的効率をもとめての胴発や産業発展を期待する時代は終った。

　かつての匿界の文明の中心地が，ギリシャ，エジプト，ローマなどの地中海地方の例を見るま

でもなく，郷土の緑を消滅させたときに滅び，砂漠や廃きょと化している。そして西欧文明の中

心地は硬葉樹林域から中部ヨーロッパ，アメリカの夏緑広葉樹四域に移行し，文明の担い手も変

っていった。

　しかし，アジア大陸の東端ぞいに弧状に南北3，000kmにわたって散在する島国の日本では，

どの時代にも決して郷土の自然を破壊しつくさなかった。長い時間をかけて我々の祖先は試行錯

誤をくり返しながらも，東洋思想に支えられた，宗教的タブー意識による自然畏怖の念にもとず

くものか，結果的には人間の干渉に敏感な自然を残し，無理の少い自然利用を行ってきた。

　今回の開山県内各地の現地踏査でも，はっきりと確認されたように，高山，尾根部，急斜面，

さらに湿原，河川，湖沼，海岸ぞいなどの水ぎわの自然度の高い，生態学的に《更弱い”自然は残

されている。さらに長い時間をかけての町や集落づくりは，日本各地で見られるように裏山を決

して破壊しないばかりか，集落や町の中や，まわりに積極的にふるさとの木によるふるさとの森

づくりを行ってきている。

　これからの新しい自然利用，県土の開発は県民の生存環境，一度破壊したら復元のきわめて困

難な弱い自然や典型的な県±の慮然は残すことが前提となる。同時にすでに都市化や産業立地化

が進んでいる窟山湾ぞいや各河川ぞい沖積低地などのいわゆる人工砂漠化の危険性の高いところ
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では，生きた構築材料による積極的な環境劇造が強くのぞまれる。また，これからの産業立地，

都市づくりは，その中や嗣辺に住む人たちの健全な生存環境を保証する程度の多彩な生物社会や

多様な自然環境の保護・先行的創造が前提となる。

　生物社会の基本的構成員であり，人闘も含めた生態系の主要構成要素である植生（Vegetation）

を主とする自然環境の保護や植生による環境創造を間違いなく，適確に行うためには，生物社会

の秩序と，それぞれの立地の厳密な生命集団の側からの自然の診断図の作製がすべての計画に先

行しなければならない。

　日本海に面した日本列島の中央部に位置する翻［腺は東部を朝日岳，白馬岳（2，933m），鹿島

槍ケ岳（2，890m），野口五郎岳，鷲羽岳（何れも2，924m）などの2，000m以上の高1．1｝に囲まれ，

南部県境付近も大笠山（1，822m），金剛堂ij－1（！，638m），横岳（1，623m）など／，500m以．ヒの

山地に囲まれている。

　富山県は日本海側に面して扇状に広がっている東南部県境ぞいの山岳地帯から富山湾に向って

山地帯，丘陵帯，海岸ぞいの低地帯へとほぼ同心円状に地形が次第に下っている。菓から藤へ黒

部川，早月川，常願寺川，神通川，庄川，小矢部川をはじめ大少数多くの河川が山岳部に源を発

し寓山湾に注いでいる。

　高岡市，富山市，新湊市，滑川市，魚津市などの県下の主な都市は，各河川や海がつくった沖

積低地に発達している。

　以上の地形さらに気候，土壌に対応した植物的自然の多様さや，海岸から高出までの，その配

分から見ても，富山県は日本の自然と人間とのかかわりあいの縮図といえる。

　日本海に面している富山県は太平洋岸の，いわゆる活動的な県，布にくらべて今までの開発が

比較的穏慢に行われた。その結果，短時間内での急速開発地帯にくらべて，経済成長率はゆるや

かであったかも知れない。しかし，局地的な公害例を除いて県土全：体の多様な自然環境が他県に

くらべて，比較的よく残されてきた。

　反面，日本海側の開発の促進化が叫ばれ，首都圏，中部圏，近畿圏などの人口過集中域の都市，

新産業地帯の中心部のいわゆる都市砂漠，産業砂漠地に住む人たちは霞目の緑を求めて，我が国

の最後の自然の聖域として残されてきた中部山岳地帯や日本海岸側の田園景観地帯に殺到するよ

うになった。今後交通機関の整備によって，この傾向はさらに急速に膨張することが予想される。

　新しい時代に対応した，自然環境の保全と，自然と人間の共存関係を前提とした地域の発展を

期するためには，生命集団の側からの自然の調査，植生学的な緑の診断図，処方箋の作製がすべ

ての計画に先行・実施されなければならない。

　すなわち我が国全域はもとより，とくに富山県土の自然の質的，量的な基礎を形成している植

生の調査と，植生図の作製はきわめて重要な自然環境の保全と，その枠内での県土利用の基礎資

料を提供する。

　富山県では大部分の全国の都道府県に先きがけて1971年度から県下全域の植生を対象とした植
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生学に基づく現地踏査と大縮尺による本格的な植生図化の研究が進められてきた。

　本研究・調査の重要性を認識して取り上げられた中田幸吉當山梨知；事の英断と変らぬ御援助に

心からお礼申し上げたい。また富山県民の持続的生存環境の保証と闘違いの少い地域の発展の基

礎として，県土全域の本格的な緑の診断，処方のための植生学的研究の必要性を知り，本調査が

軌道に乗るまで真剣に努力され，初期の現地調査にも同行され熱情をもって公私にわたり御協力

戴いた県企画部次長皆川博氏（現県知事公室長）の先取り意慾と御協力に敬意を表したい。

　3ケ年以一ヒにわたり，延べ日数350口以上におよぶ現地調査，さらに室内での資料のとりまと

め，群落組成表の作製，植生図化，整図作業にはきわめて多くの方たちの御好意と献身的な御努

力，御援助の賜である。富山県笹倉慶造前自然保護室長，藤田正治参事，国分和夫課長，自然保

護係長深沢庄司氏をはじめ，県自然保護課のほとんど全員の方々に調査および印刷に際して直接，

間接の御援助を戴いた。とくに大森昭四郎箭自然保護係長をはじめ，大田正籍氏，川合勇太氏ら

には現地調査計画の立案から，実際の四季にわたるきびしい現地調査にも同行・協力戴き苦労を

共にしながらの御協力，御鞭櫨を戴いた。大森昭四郎氏，大田正諮氏をはじめ御協力，御援助下

さった皆様に改めてここに厚く御礼申し上げたい。

　現地凋査員だけでも県内外の研究者23名以上に達した。御協力，御援助戴いた皆様に謝意を表

したい。

　なお本文については執筆文担を決め，報告書原文を作製し，全体の整理は大野啓一が行ない，

奥田重俊・藤原一絵が校正に協力し，宮脇昭が最終的にまとめた。

　学名の考証については奥田重俊・望月陸夫が分担した。　　　　　　　　　　　（宮脇　昭）


